
■ 資料の分析 
１．雨が激しく降る日、

バスの停留所では、

バスを待つ人たち

が、近くの軒下で並

んでいる。よし子と

お母さんもその後ろ

についた。 
２．バスがやってくる

のをいち早く見つけ

たよし子は、他の人

たちを無視して、い

ちばんにバスに乗り

込もうとする。それ

を、母親に止められ

る。 
３．よし子はじりじり

した気持ちで列に並

び、ようやくバスに

乗り込む。 
４．バスの中では、い

つも優しい母親が、

硬い表情でよし子を

無視する。よし子は、

自分のしたことを考

え始める。 

 
■ 児童生徒の実態 
・ 学校や社会には様々なきま

りがある。ほとんどの子た

ちはだいたいきまりを守っ

て生活しており、きまりを

守らない子に対しても注意

をすることができる。きま

りを守って生活しなければ

ならないということはわか

っている。 
・ 大きな規則やぶりはない

が、やってはいけないとわ

かっていても教室の中を走

ったり、学校に不要物を持

ってきたりするなど、自分

ぐらいならとかこれぐらい

ならやってもいいだろうと

いう意識の子が多い。 
・ きまりや規則を守るのは、

守らないと先生や友達に注

意されるから、叱られるか

らやらないという意識が多

い。 
 
  

■ 価値の分析 
 社会生活を円滑に営

むためには、きまりや

規則を守らなくてはな

らない。きまりや規則

が守られるべきこと

は、だれもが分かって

いる。しかし、なぜか

と問われれば、他律的

な考え、利己的な考え

など、様々な意見がで

てくる。 
 きまりや規則の意義

と役割について理解で

きるようにするととも

に、そのことを通して

自分を省み、人間とし

ての自分自身の在り方

を考えられるようにす

ることが大切である。 
 その問いかけによっ

て、きまりや規則を守

ろうとしても守れない

ことがある人間の弱さ

とともに、それを乗り

越えていこうとする人

間のよさを自覚するこ

とができるのである。 
 
■ ねらい 
 雨の中、バス停から少し離れた軒下で順番に並んでいた人たちを追い抜いて一番に並ん

でしまい、母に引き戻されたよし子。母のいつもと違う怒った様子から、自分のしたこと

が何かいけなかったのではないかと考え始めたよし子の気持ちを考えることで、社会には

形には見えにくい規則や決まりがあることを知り、人のことを考えてマナーを守って行動

しようとする態度を養う。 
 

■ 内容項目 ４－① 
約束や社会のきまりを守り、公

徳心を持つ。 
 



■ 展開の構想 
・ よし子のいらいらした気持ちを想像さ

せる。 
・ 早くバスに乗れず残念に思う気持ちと

ともに、母の態度から、自分の行動を疑

問に思っているよし子の気持ちを考え

させる。 
・ 不満な気持ちをもち続けているよし子

に自分の心情を重ね合わせて考えさせ

る。 
・ よし子にきまりを守ることの大切さを

教えようとしている母の気持ちに気づ

かせる。 
・ 母のようすを見て、自分の行動について

考え始めたよし子に共感させる。 
・ 自分たちの生活を振り返り、経験を想起

させるだけでなく、そのときの気持ちは

どうだったかまで考えさせ、きまりを守

ることの大切さに気づかせる。 

 ■ 基本発問 〔◎中心発問〕 
○ よし子は、どんな気持ちでバスを待

っていたのでしょうか。 
○ お母さんに連れて行かれたとき、よ

し子はどう思ったでしょうか。 
○ お母さんの顔を見上げたとき、よし

子はどんな気持ちだったのでしょ

うか。 
◎ バスの中で、いつもとちがったお

母さんの顔を見ていたよし子は、

どんなことを考えた始めたでしょ

う。 
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